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ヌf1 1 II III IV V VIII IX コ三(初日)I (末日)
2m 5020 5275 3450 690 1105 6900 6900 5650 3360 1510 1570 
4 2760 3768 1004 226 1305 2510 5520 5650 3360 703 414 
6 1130 565.2 302 264 565 942 3580 5270 2220 151 245 
8 352 170.8 352 151 161 1507 1510 1760 653 25.1 25.1 
10 31.4 62.8 63 151 × 314 565 596 251 × 18.8 
12 × × × 38 × 91 226 × 151 × × 
14 ×匂 × × × 88 × 88 × × 
16 × × × × × × × × × 
18 × 960 × × 




30 94.2 × × 
40 2510 301.5 
50 3140 1725. 
60 6210 4520 
70 距離ト 同左一 Vズ





















れぬといふ意味にt-ft。測器ほ横川製 L-10型を使用したが，0=10 mなら比抵抗が 20
Q・cm，0=100 m ならば 20uQ-cm以下くらゐになると感じないのでるる。斯様な低抵抗
が執れの地賠でも僅か 10m 内外から現はれたのは一つの著Lい事賓で，前論文の堅上地
主地直に較べ甚t~詫い。尚lま第 1 表の結呆よめ異種土屠界面の深度を判定するにほ， Tagg 
(8) 前尚 (2)• 
( 26 ) 
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第 2表各訊1)1占に於ける異暦界面の深さ (m)
ぷ?I II III IV V VI VII VIII IX X -第一 一 2.3 2.4 2.4 2.6 2.8 2.2 2.2 3.1 2.4 
(B屠底)
費Eニ 4.7 4.4 4.9 4.8 4.4 5.2 4.6 5.1 5.0 
第三 7.4 7.1 8.1 7.0 一
の方法及び横川合祉法を併用t-j，こ。其の結果t.e第2表に示す。
測結 IとVの外f土庁が十数米しか張れなかっ7こので，深度 10m 以内の界面しか判




術lま表に示t-j，と界面の外， σ=30mまで張れた V地黙では深さ 20m弱から抵抗の梢























;a見る漢流左岸 C黙の高さが No.I測貼より 50m ほど低いのと一致する。
4. 土質試料の諸性質宮殿地とわ函深度の判定を行ふ前に，更に同問題に関係すべき
土壌の物理的諸性質を測定検討して置く必要があるので，第3固雨量E壁見取固に示した鮫
から各暦の土質標本として地表下1，4， 6， 10， 16 mに於ける土;a遁量づっ採取し京都に持
師って賓験測定じた。地表下 1mは所謂A暦，4m と6mとは模欣部上回の上と下， 10m
lま模欣部中央， 11' m は模妹都よわ下の深土を採った積わである。採土首時ほ未古地抵抗
測定結果の整理を行って居なかったので，地表下 3m 内外にある地屠境界の存在に祭付
か歩，襖欣部上面が土壌撃に謂ふ B屠の底面と思ひ込み 2-3m の所の土は採らなかっ
すこのであるが，後になって地抵抗垂直分布の検討から 3m内外に異暦境界あるぺきこと
が示唆され而も再度出張の際に雨壁壁面ぞ熟視すれば明かにそれが現存するの巻知った次
第である。ヵ、様な次第で所謂 B 屠に営る土質標本を敏いt~のは遺憾でーあるが， 4 m深度
の土と大差なかるべ、きことほ其の聞の暦界を最初に見落とt，tここと並に地抵抗聾化の差が
僅少なることから推定せられるので， 2-3 m 屠の土を新党に採取検定するほ:/:."のことほ
無いと見て止め?と。





叉A屠の黒土岡面下 1mのものと模欣部を載せて居る問面下 16m の土とが他よりも著
Lく抵抗小で，図面下 6mのもの之に亙ぎ小さく， c唐土〈深さ 4m)と模妹都の}:(深
度 10m)とは抵抗が大きいことが判った。
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No.1 25:8C 7250-cm li
2 25.8 4000 
B 38. 7 1650 
4 45. 0 1510 











1 m 14m 16m I 10 m I 16 m 
而も之は温泉7k~混和して間も無く











m 1 10 m Iω 1m 4m 
K透(c水m係/s数ec) 8.6XlO-6 5.6>< 10-4 3.9X10-o 1・8×10J7・2X10一月
logk 6.935 4.748 5.591 3.114 5.857 
( 30 ) 
由 E 事... 
… :L E4 -a -z匂品。トー剛ケ 2Jト止-.(




























1 m 14m 16m I 10 m I 16 m 







積 4cmX4 cm に縮小"lt.こ小型に製作して測定じた。
試料土は現場ありのま、に採取することが出来す手腕して持蹄ったものであるから，一躍
( 4) 野滞，壁際， /jil申本:Contact surface between the fresh-and salt-、vaterunder the ground near 
a sandy sea-shore.京都帝大理事部紀要 9(1927)， 279. 













































上下座 抗 ~ 力 (kgfcm')
(kgfcm') 日商下 1m土|図面ド 4m土|閏面下 6m土|問面下山土|図面下町土
水分 12.9% 水分 8.1% 水分 14% 水分10% 水分7.9%。 0.046 0.072 0.115 0.150 0.216 
0.075 0.060 0.095 0.151 0.197 0.274 
0.114 0.070 0.106 0.164 0.230 0.314 
0.164 0.082 0.117 0.185 0.263 0.350 
0.219 '095 0.134 0.213 0.298 0.400 . 
0.277 0.108 0.153 0.237 0.342 
、
0.446 
0.334 0.115 0.174 0.258 0.377 0.488 
0.398 0.188 0.293 0.431 0.548. 





|↑/ / Jイ~(水分 lヰ'"
れで再度賓験による各唐土の粘着力，と摩擦
係数 μ との種々の水分に封ずる値を求めて オ/~ _，_.---ぐたt・i;J
第9表及び第11圃を得ft。強摩;aカ日へない場 ~I 
合には各唐土とも抗努力に著じい差ばない似 ~→ ιF号〈匂ld〉 I 倶鳴












図面下 1m土 I 4m土 I 6m土 | 
c I l' I c Iド Ic IμI c 







































0.020 I 1.22 I 0.040 I 1.20 
0.042 I 1.03 I 0.081 I 0.93 
0.150 I 0.74 I 0.352 [. 0.66 
0.235 I 0.69 I 0.504 I 0.53 
0.281 I 0.61 I 0.601 I 0.47 
0.280 I 0.50 I・0.730I 0.30 
い部分は到底一般に現場の値を代表するものにH:な
らないのである。それは粘土細工をLたことのある吋 | 
人ならば誰でも常識均に諒解が問来る筈である。粘:入、 .i/ j: 
土を充分乾燥粉砕し7こもの伐如何に議墜を加へたと叫 て、/ 抽
結果でも水分 0%でほ粘着力が皆殆んt."0乃至極徴 。ー 一+一一→(寸一一，，-- 15 " l5 :nt. 
o.!:~ ・刊.6
になって居る。而して乾燥粘土粉に粉的日へて練礼= 〆¥、、久 '. ~: 
A_ 、、，
るにつれ漸次粘着力を靖0，或水分に至って極大に咋ミ二、14k 、".，.1 J叫
師凶叶t 守 一寸一→.一~ててて=之之:こ了:ア一一一一可........._ /，-""十1'，1• 
達する丸h然るに一且充分7水kを勧カ加日卜へてぺ夕べタになつ叫十 イιノ/②μJ」
f十ト 〆r ' . ~叫























|回面下 1m I 4m 
I 185 I 1.72 




h::;_g ~ secα 
= 2 w(tanα-μ〉
、 ? ， ， ，???? 、
になれば生起するした面の長さが非常に大で大部分直線放のと面縦断形放なる地とりは
h=::=-， c secα 






地面の平均勾配は第4園の IV，VII， X ~IJ線方向の縦断固上で測ると夫々 290 ， 390， 30。
を得るから平均Lて α=330 と見る。叉水分ほ地と昔時飽水扶態にあったと考へて，第1
圃の終端に於けるのμを採用する。見懸け比重は第10表の平均値 w=1.81を使用する。
先づA屠 1m土に封じて紋，c=0.064 kg/cm2=64 g/cm2，ρ=0.14 
九 h=~ _ __~4 X1.19 一一一 cm=1.24 m -2-1.81(0.65-0.14) 
( 35 ) 
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以上ならばとめ得る筈になる。然るに第3園のA唐土は段々水田の壁面上手で1.5米，下





〉一一 cm=1.52 m 




6m土に封Lては， c=0.129 kg/cm2，μ=0.40 
A〉 3129X1.19
ム一 cm=5.10m 














10 m 土に封Lτは，c=O.280 kg/cm2，μ=0.50 
A3280X1.19 =一 cm=18.4m 2 1.81(0.65-0.50) 




最後に 16m 土に封しては，c=O.73 kg/cm九μ=0.3
品:o-_1_ 730X1.19 
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